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利用・用途・応用分野

酵素・ワクチン・抗体などのタンパク質生産、キシロール・セルロールからのエタノール生産

目的・課題 解決ポイント

ＴＤＨ３プロモーターやＧＡＬ１０プロモーター
よりも高発現のプロモーターを提供すること
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◆酵母（サッカロマイセス・セレビシエ）に
おいて目的遺伝子を高発現するための
プロモーターである。
◆酵母のＴＤＨ３又はＧＡＬ１０プロモーター
配列と酵母のリボソーマルタンパク質遺伝
子のイントロン配列とを順次備えている。
◆酵母のリボソーマルタンパク質遺伝子
のイントロン配列が（ａ）～（ｃ）のいずれか
の配列であるプロモーター。
（ａ）配列番号１～４に示す塩基配列；
（ｂ）配列番号１～４に示す塩基配列にて
１又は数個の塩基が欠失、置換、付加
若しくは挿入された配列；

（ｃ）配列番号１～４に示す塩基配列と
９０％以上の同一性を有する配列；

本発明プロモーターは、
ＴＤＨ３プロモーターの１５倍以上、
ＧＡＬ１０プロモーターの１０倍以上
もの高発現能力を有する。

◆かかるプロモーターを用いることで
酵母における酵素や医薬品用タンパク質
等の有用物質を効率よく生産できる。

◆酵母自身の配列を使用しており、セルフ
クローニングであり、安全性が高く、食品
分野でも利用可能である。

【ＴＤＨ３プロモーター配列－長さの異なるＲＰＳ２５Ａプロモーター配列－
ｙＣＬｕｃ株を培養し、培養液中のルシフェラーゼの相対発現量（ＲＬＵ／（μｌ・ＯＤ））を調べた結果】


